
開
催
日
時

８
月
３１
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

開
催
場
所

�
東
本
願
寺
前

�
西
本
願
寺
門
徒
会
館
前

募
集
数

�
４０
ブ
ー
ス

�
５０
ブ
ー
ス

出
店
料

２
千
円

ス
ペ
ー
ス

１
・
８
ｍ
×
２
ｍ

出
店
資
格

京
都
府
内
に
在
住
・

勤
務
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の
方
。

た
だ
し
、
事
業
者
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
仕
事
と
す
る
方
は
除
き

ま
す
。

出
店
規
制
品
目

仏
具
・
宗
教
関

係
図
書
な
ど
宗
教
関
係
の
物
、
飲

食
物
、
動
植
物
、
医
薬
品
、
化
粧

品
、
洗
剤
、
危
険
物
、
在
庫
処
分

品
、
新
品（
仕
入
れ
商
品
）、
リ
サ

イ
ク
ル
で
な
い
手
作
り
品
、
故
障

の
恐
れ
の
あ
る
電
化
製
品
な
ど
。

注
意
事
項

雨
天
の
場
合
は
中
止
。

た
だ
し
、
正
午
ま
で
開
催
し
た

場
合
は
開
催
と
み
な
し
ま
す
。

車
両
搬
入
す
る
場
合
の
駐
車
場

有
り
。

申
込
み

は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
で

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職
業
・
電
話
番
号
・
商
品
の
内

容
・
搬
入
方
法
（
車
両
搬
入
の
有

無
）
と
下
京
門
前
市
�
東
本
願
寺

前
又
は
�
西
本
願
寺
門
徒
会
館
前

希
望
と
明
記
し
て
申
込
み
。

８
月
１１
日
（
月
）
当
日
消
印
有

効
。申
込
み
多
数
の
と
き
は
抽
選
。

あ
て
先

〒
６０４
・
８
０
８
６

中

・
御
幸
町
通
三
条
上
る
丸
屋
町
３３８

プ
ラ
ン
タ
ン
ハ
ヤ
シ
ビ
ル
４
階

プ
ラ
ス
ワ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

in
fo@

pluson
e.n
e.jp
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問
合
せ

プ
ラ
ス
ワ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
�
２２９
・
７
７
１
３
）

崇仁コミュニティセンター
〒６００―８２０６ 京都市下京区下之町６―３ �３７１―８２２０
市民の自主的な取り組みへの施設提供、情報提供、人権啓発、生活相談など

衛生課�総合庁舎１階（北側入口）
旅館・理容・美容所等の許可、公害・居住衛生相談、飲食店等の許可、食
中毒の届出、犬の相談など

健康づくり推進課�総合庁舎１階（北側入口）
母子手帳、乳幼児・成人健診、予防接種、精神障害者保険福祉手帳など

保険年金課�総合庁舎３階
国民健康保険・国民年金・児童扶養手当・特別児童扶養手当に関する事務
など

長寿社会課�総合庁舎２階
介護保険に関する事務、高齢者の福祉に関する相談など

保護課�総合庁舎２階
生活保護の相談など

福祉課�総合庁舎２階
児童・母子家庭・寡婦・身体障害者・知的障害者の福祉に関する支援、保
育所申込、老人保健法による受給資格、児童手当・障害児福祉手当・特別
障害者手当に関すること、老人医療費・重度心身障害者医療費・母子家庭
等医療費・乳幼児医療費に関する事務など、遺族援護に関すること

納税課�総合庁舎３階
市税の納付相談、滞納整理など

固定資産税課�総合庁舎３階
固定資産税・都市計画税に関する事務、償却資産の申告、固定資産の評価
など

市民税課�総合庁舎３階
市民税・軽自動車税に関する事務、自動車の臨時運行許可、住宅用家屋証
明、市税の還付・口座振替など

市民窓口課�総合庁舎３階
住民票、戸籍、印鑑登録、外国人登録、児童・生徒の就学、埋火葬の許可、
各種証明など

地域振興課�総合庁舎１階
市政に関する相談、区民ふれあい事業、ちびっこひろば、市民しんぶん等
の配付、無料法律相談など

企画総務課�総合庁舎４階
区基本計画、広報、災害対策、選挙、統計調査など

区役所では、市民生活関係、市税関係、各種証明関係、福祉関係、国民健
康保険・国民年金関係、健康・衛生関係などの、区民の皆さんの生活に身近
な業務を行っています。
各業務の担当課を簡単にまとめてありますので、問い合わせがあるときは、
担当課に直接ご連絡ください。

下京区役所 �３７１―７１０１�

下京区役所の業務のご案内

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

水
遊
び
が
で
き
る
と
好
評
の
ち
び

っ
こ
プ
ー
ル
が
、
区
内
５
か
所
の

街
区
公
園
で
始
ま
り
ま
す
。

開
設
期
間

７
月
１５
日
（
火
）

〜
８
月
２０
日（
水
）

※
綾
西
は
７
月
１８
日
（
金
）
〜

開
設
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

※
プ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
時
間
が

前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

就
学
前
の
幼
児
で
保
護

者
同
伴

費

用

無
料

（
水
着
・
タ
オ
ル
持
参
）

問
合
せ

地
域
振
興
課

綾西街区公園
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近
代
教
育
制
度
の
始
ま
り
と
と
も
に
新
し
い
教
科

書
が
生
ま
れ
、
お
よ
そ
１３０
年
が
た
ち
ま
し
た
。
今
回

の
企
画
展
で
は
、
近
代
日
本
の
歴
史
の
中
で
迎
え
た

い
く
つ
か
の
社
会
の
転
換
期
と
そ
の
当
時
の
教
科
書

を
紹
介
し
ま
す
。
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
、
皆
さ

ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

７
月
２４
日
（
木
）
〜
１１
月
４
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
４
時
３０
分
ま
で
）

※
水
曜
日
お
よ
び
１０
月
１２
・
１３
日
は
休
館

入
館
料

お
と
な
２００
円

子
ど
も
１００
円

そ
の
他

市
内
の
小
・
中
学
生
は
、
土
曜
・
日
曜
日

入
館
料
無
料

問
合
せ

学
校
歴
史
博
物
館
（
�
３４４
・
１
３
０
５
）

展
示
品

「
窮
理
図
解
」
明
治
元
年

福
澤
諭
吉
著

（
元
柳
池
中
学
校
蔵
）

「
尋
常
小
学
校
修
身
書
」
明
治
２９
年

（
元
修
徳
小
学
校
蔵
）
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力を合わせて
ヨイショ ヨイショ

下
京
区
体
育
振
興
会
連
合
会
で
は
、
創
立
以
来

５０
年
に
わ
た
り
体
振
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
た
区

民
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
集
い
と
し
て
、「
創
立
５０

周
年
記
念
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
大
運
動

会
）」を
、
５
月
１８
日
に
七
条
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

好
天
の
も
と
、
区
内
の
力
自
慢
や
脚
力
自
慢
の

選
手
の
皆
さ
ん
と
応
援
団
が
一
体
と
な
り
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
第
４９
回
下
京
区
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

優
勝

七
条
第
三
体
育
振
興
会

準
優
勝

七
条
体
育
振
興
会

【
第
３５
回
下
京
区
民
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

優
勝

七
条
第
三
体
育
振
興
会

準
優
勝

淳
風
体
育
振
興
会

【
下
京
区
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

優
秀
チ
ー
ム

成
徳
体
育
振
興
会

稚
松
体
育
振
興
会

光
徳
体
育
振
興
会

七
条
第
三
体
育
振
興
会

崇
仁
体
育
振
興
会

綱
引
き
、
玉
入
れ
、
リ
レ
ー
… 

　
　
　
　
　
　
　
皆
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！ 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

創
立
50
周
年
記
念

年
記
念 

創
立
50
周
年
記
念 

各
種
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果 

企画展企画展 
「昔の教科書大集合「昔の教科書大集合PartPart２」２」を開催します 
企画展 
「昔の教科書大集合Part２」を開催します 

学校歴史博物館学校歴史博物館 学校歴史博物館 

ちびっこプールが始まるよ！ ちびっこプールが始まるよ！ 
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現
在
０
〜
２
歳
児
を
対
象
に
し

て
い
る
乳
幼
児
医
療
費
支
給
制
度

が
、
平
成
１５
年
９
月
１
日
の
診
療

分
か
ら
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子

さ
ん
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
１５
年
９
月
１
日
か

ら
受
給
者
証
の
様
式
と
受
給
者
番

号
が
変
わ
り
ま
す
。
現
在
お
持
ち

の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
、
平

成
１５
年
９
月
１
日
以
降
に
な
っ
て

い
る
方
に
は
、
８
月
下
旬
に
新
様

式
の
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
平
成
１５
年
９
月
１
日
以
降
に

病
院
等
で
診
察
を
受
け
る
と
き
は
、

必
ず
新
し
い
受
給
者
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
方
は
、
お
子
さ
ん
の

名
前
が
載
っ
て
い
る
「
健
康
保
険

証
」
を
お
持
ち
の
う
え
、
福
祉
課

の
乳
幼
児
医
療
担
当
へ
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
請
受
付
開
始
は

９
月
１
日
か
ら
で
す
）

ま
た
、
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

や
、
健
康
保
険
証
の
記
号
番
号
が

届
出
時
と
変
わ
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
福
祉
課
の
乳
幼
児
医
療
担

当
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

福
祉
課

犬
や
猫
は
人
の
生
活
に
潤
い
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
、
と
て

も
か
わ
い
い
家
族
の
一
員
で
す
が
、

ペ
ッ
ト
と
と
も
に
生
活
し
て
い
く

た
め
に
は
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
が
常
識
の
範
囲
内
の
「
ル
ー

ル
」
と
は
い
え
、
守
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ペ
ッ
ト
と
よ
り
よ
い
生
活
を
実

現
す
る
た
め
に
、
ま
ず
飼
い
主
で

あ
る
「
あ
な
た
」
が
守
る
べ
き
こ

と
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
は
、
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
登
録
を
し
て
、
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

◎
猫
は
、
あ
な
た
の
知
ら
な
い
場

所
で
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か
、

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
糞
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
計
画
的
な
繁
殖
を
。（
不
幸
な
犬

や
猫
を
増
や
さ
な
い
で
）

◎
家
族
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
一

生
に
責
任
を
も
っ
て
、
愛
情
を

か
け
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

夏休みには、海水浴やキャンプなど
で、花火遊びをする機会も多いと思い
ます。でも、この楽しい花火も遊び方
を誤ると、火事ややけどなどの事故を
引きおこすことになります。
Ｑ 花火遊びが原因で火事ややけどの
事故になったことはありますか。
Ａ 京都市では、過去に、花火が原因
で重要文化財の建物や歴史的に貴重な
建物が焼失するという火事がありまし
た。また、次のようなことも起こって
います。

１ 子どもが空き家に入り、花火で遊
んでいて家を燃やした。
２ 花火をしていた子どもの浴衣に火
が移り、やけどをした。
３ 花火をポケットに入れていて、転
んだり、尻もちをついたときに、発
火してやけどした。
Ｑ このような事故を防ぐためには、
どのようにすればよいのでしょうか。
Ａ 次のことに注意してください。
１ 花火に書いてある注意事項をよく
読んで、必ず守りましょう。
２ 花火を人や家に向けたり、燃えや
すい物がある場所ではやめましょう。
３ 大人の人と一緒にしましょう。
４ 風の強いときはやめましょう。
５ バケツなどに消火用の水を準備し
ましょう。
６ 後始末をして、ごみは必ず持ち帰
りましょう。
花火は見ていても楽しいものですが、
音や煙、火の粉などが周囲の人にとっ
て迷惑なことも多くあります。相手の
立場に立って、ルールとマナーを守り、
楽しく安全に花火をしてください。
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下
京
区
ふ
れ
あ
い
事
業

実
行
委
員
会
委
員
長

わ
た

な
べ

と
う
ぎ
ょ
う

渡
邊
洞
曉
さ
ん
（
光
徳
）

下
京
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
、

様
々
な
方
面
か
ら
、
長
く
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
渡
邊
さ
ん
。
ま

ず
は
、
ふ
れ
あ
い
事
業
実
行
委

員
会
委
員
長
と
し
て
、
当
初
か

ら
企
画
や
運
営
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
、
下
京
区
あ
げ
て
の
催

し
「
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」
に
つ
い

て
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

渡
邊
さ
ん
は
、
数
多
く
の
区

民
の
手
に
よ
り
一
つ
の
イ
ベ
ン

ト
を
作
り
上
げ
る
と
こ
ろ
に「
ふ

れ
愛
ひ
ろ
ば
」の
魅
力
が
あ
る
、

と
語
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る「
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」で
す
が
、

「
コ
ピ
ー
は
嫌
。
他
に
な
い
個

性
を
見
せ
た
い
」
と
い
う
意
欲

で
、
毎
回
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
七
夕
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
「
ふ
れ

愛
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
渡
邊
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
で
、
会
場
に
各
学

区
ご
と
に
き
れ
い
に
飾
り
付
け

た
竹
を
一
斉
に
集
め
、
た
い
へ

ん
好
評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

渡
邊
さ
ん
は
、過
去
１８
年
間
、

民
生
児
童
委
員
を
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
現
在
も
下
京
区
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
る
な
ど
、
福
祉
の
分
野

で
も
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
民
生
児
童
委
員
時

代
に
も
、
ア
イ
デ
ア
マ
ン
と
し

て
の
渡
邊
さ
ん
の
力
量
は
存
分

に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
高
齢
者
の
家
の
軒

先
で
花
を
育
て
る
、
と
い
う
ア

イ
デ
ア
。
花
を
育
て
る
こ
と
で

心
が
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
も

ら
い
た
い
、
と
い
う
心
遣
い
か

ら
だ
け
で
な
く
、
花
の
様
子
が

お
か
し
い
と
き
に
は
、
ご
近
所

の
方
に
家
の
主
に
何
か
あ
っ
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
も
な
り
ま
す
。花
が
好
き
で
、

華
道
に
も
精
通
し
て
お
ら
れ
る

渡
邊
さ
ん
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ

ア
で
す
。

今
ま
で
の
苦
労
に
つ
い
て
伺

っ
た
と
こ
ろ
、「
苦
労
を
感
じ
た

こ
と
が
な
い
」
と
話
さ
れ
る
渡

邊
さ
ん
は
、
さ
ら
に
「
下
京
の

ま
ち
の
中
で
人
の
お
世
話
を
さ

せ
て
も
ら
う
の
が
な
に
よ
り
楽

し
い
ん
で
す
」
と
つ
づ
け
ら
れ

ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
く
み

取
る
こ
と
の
難
し
さ
に
直
面
す

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、

「
心
と
心
の
絆
を
大
切
に
し
た

い
」
と
い
う
思
い
が
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
こ
と
も
苦
労
と
は
感
じ

ら
れ
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

行
政
相
談
委
員
と
し
て
も
長

年
に
わ
た
り
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
渡
邊
さ
ん
は
そ
の
功
績
に
よ

り
、
平
成
１５
年
４
月
に
勲
五
等

瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

「下京で人のお世話を
させてもらうのが楽しいです」
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犬
や
猫
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

乳乳
幼幼
児児
医医
療療
費費
支支
給給
制制
度度
がが

拡拡
充充
ささ
れれ
まま
すす

平成１５年９月１日から
小学校就学前のお子さんまでが対象

１人の子の外来の医
療費の自己負担金の
合計が１か月８千円
を超えた場合、超え
た額が後から返金さ
れます。（要申請）
１か月に複数の医療
機関を利用する場合
は、合算

一部負担金は、
１か月１医療機関に
つき２００円

通院

一部負担金は、
１か月１医療機関に
つき２００円

一部負担金は、
１か月１医療機関に
つき２００円

入院

拡充分
（３～６歳（就学前））

現行（０～２歳）

けすぞう君の防災 Q&A 花火遊びは安全に�

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う
君
で
す
。

も
う
す
ぐ
、
夏
休
み
で
す
ね
。
夏
休
み

の
計
画
は
立
ち
ま
し
た
か
。

京都市消防局では、文化財を火災等の
災害から守るため、夏の文化財防火運動
を展開しています。
文化財は、先人から引き継いだかけが
えのない財産です。過去に社寺等の文化
財が失われた最大の原因は「火災」であ
り、いったん焼失した文化財は、同じ形
のものを造ることは可能であっても、文
化財としての価値は永久に失われてしま
います。
文化財を火災等の災害から守るために
は、文化財関係者、区民の皆さん、消防
署などの協力体制が必要です。世界に誇
る京都の文化財を後世に継承していくた
めに、みんなで文化財を守っていきまし
ょう。

夏の文化財防火運動
「みんなで文化財を火災から守ろう」

７月１２日（土）～１８日（金）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
２
期
分
の
納
期
限
は

７
月
３１
日
で
す

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課

出出店店者者募募集集
フリ
ーマーケット

六条院街区公園 石が坪街区公園

御所の内街区公園

中堂寺街区公園

ちち
びび
っっ
ここ
ププ
ーー
ルル
開開
設設
場場
所所

西高瀬川 

天
神
通
 

花屋町通 

綾小路通 

仏光寺通 

西
洞
院
通
 

西
大
路
通
 

東
佐
井
通
 

佐
井
通
 

八条通 

五条通 

中堂寺通 

千
本
通
 

J
R
丹
波
口
駅
 

高
倉
通
 

間
之
町
通
 

五条通 

下坂通 
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